
川崎総合臨港病院

・小児科の体制

医師（うち非常勤） 看護師

現状 7（6） 3～4

改築後 8（6） 3～4

・産婦人科の体制

医師（うち非常勤） 助産師 看護師

現状 6（4） 8 5

改築後 7（4） 10+α 3

・分娩件数 （　）内は川崎市民再掲

平成２２年 平成２３年 平成２４年

351(297) 305(224) 293(226)

・救急患者受入数

平成２２年 平成２３年 平成２４年

302 349 349

川崎市消防局救急の状況（川崎市消防年報から）

・救急取扱件数 ・搬送先都市別

平成２２年 平成２３年 平成２４年 合計 川崎市内 東京 横浜 その他

出場件数 58,117 61,163 62,661 平成２２年 51,486 44,633 1,736 4,939 178

不搬送 6,965 7,559 6,891 平成２３年 53,911 46,537 1,883 5,355 136

搬送人員 51,486 53,911 56,098 平成２４年 56,098 49,339 1,646 4,991 122

・医師の確保策等については、当該法人常勤医師の人脈を中心に医師確保に努めるとともに、医師紹介会社か

らは常時紹介があり、医師の確保を慎重に進めている。また、非常勤医師については、現時点でも複数の大学医

局に依頼しており、既に東邦大学から非常勤医師を派遣してもらっている。

・看護師については、小児科病棟経験者をさらに確保すべく求人募集を行っている。

・現状の人員配置にて、450～500件程度の分娩を行うことが可能であるが、分娩室等の設備が十分でないため、

分娩を300件前後に制限している。増築後は分娩設備等が改善され分娩件数の増を見込んでいる。

・医師の確保策等については、当該法人常勤医師の人脈を中心に医師確保に努めるとともに、医師紹介会社か
らは常時紹介があり、医師の確保を慎重に進めている。また、日・当直医師については、現時点でも複数の大学
医局、医療機関との協力体制を確保しており、増築後も継続する予定である。

・助産師については、近々に10名体制となり、増築後は数名の助産師を補充する予定である。また、助産師の確
保については、法人看護職員の人脈、各種養成学校、紹介会社を通じて募集を行っており、より良い助産師確保
を進めている。




